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イベント概要 

 

[企業名]  プリマハム株式会社 

 

[イベント種類] 決算説明会 

 

[イベント名]  2019 年 3 月期 決算説明会 

 

[決算期]  2018 年度 通期 

 

[日程]   2019 年 5 月 28 日 

 

[ページ数]  28 

  

[時間]   10:00 – 10:45 

（合計：45 分、登壇：26 分、質疑応答：19 分） 

 

[開催場所]  103-0025 東京都中央区日本橋茅場町 1-5-8 

   東京証券会館 9 階 

 

[会場面積]   

 

[出席人数]  46 名 

 

[登壇者]  4 名 

代表取締役社長 千葉 尚登（以下、千葉） 

常務取締役 総合企画本部長 兼 総合企画室長   

   新村 融一（以下、新村） 

常務取締役 人事部分掌、財経部分掌 総務・広報部分掌  

内山 高弘（以下、内山） 

総務・広報部長 高橋 荘次（以下、高橋） 



 
 

 

登壇 

 

高橋：それではお時間になりましたので、プリマハム株式会社、2019 年 3 月期決算説明会を始め

させていただきたいと思います。本日はお忙しい中、当社決算説明会へお越しいただきまして、誠

にありがとうございます。 

始めます前に、お手元の資料について確認させていただきます。4 点ございます。1 点目がプリマ

ハムの決算説明会の資料、もう 1 点が決算短信です。そして前年度の業績も踏まえましてつくりま

したファクトブック。あと最後にアンケート用紙の 4 点になりますので、お手元のほうをご確認い

ただけたらと思います。 

なお前回ご要望がありましたとおり、決算説明会資料をもう既にホームページ上でアップしており

ますので、ご利用なさる方はぜひお願いしたいと思います。 

また当社の製品をご用意させていただきましたので、ぜひご賞味いただければと思います。 

それでは本日の出席者をご紹介させていただきます。社長の千葉でございます。 

千葉：千葉でございます。よろしくお願いします。 

高橋：総合企画本部長の新村でございます。 

新村：新村でございます。よろしくお願いいたします。 

高橋：財経部、総務・広報部分掌の内山でございます。 

内山：内山でございます。 

高橋：そして私、総務・広報部の高橋でございます。どうぞよろしくお願いいたします。 

それでは早速説明に入らせていただきます。社長、お願いします。 

千葉：改めまして、おはようございます。本日はどうもありがとうございます。それでは資料の 1

ページ目に書いてございますように、昨年度の業績、その後中期経営計画をご説明したいと思いま

す。 



 
 

 

 

では資料の 3 ページ目、これは決算短信でもご報告しておりますが、業績の実績です。 

売上高は昨年比較約 105%、増収でございます。一方、営業利益、経常利益は、ぎりぎり昨年を超

えました。営業利益は 100.3%、経常利益は 101.3%ですが、純利益は昨年比較約 2 割ダウンしてお

り、かなり厳しい決算でした。特に経営計画比較では、大きく下回る結果となりました。 



 
 

 

 

4 ページ目をお願いします。セグメントごとあるいは個別損益でご説明致しますが、セグメント別

では加工食品事業本部の売上、104%弱、営業利益は昨年比較でプラスの 5 億円と、このセグメン

トは増収増益です。しかし食肉事業本部の売上は 107.3%ですが、営業利益は昨年比較マイナスの

4.5 億円でした。 

それを個別で見ますと、単体でいいますと売上は昨年比較 101%ですが、利益項目は全滅でした。

たまたま連結対象会社のほうで売上、利益等々良かったので、営業利益、経常利益までは良かった

のですが、純利益ではかなり厳しい結果となりました。 

営業利益で見ますと、単体では約マイナスの 18 億円、それを子会社、連結対象会社でカバーでき

たということでございます。 



 
 

 

 

5 ページ目をお願いします。グラフ化したものです。 

売上、比較的順調に見えますが、利益面では営業利益では１７年度とほぼ同レベルで、１６年度は

サラダチキンが好調だったこと、あるいはプライムデリカが好業績だったこともあって、とても良

い決算でしたが、ここには遠く及ばないということでございます。 



 
 

 

 

6 ページ目、どういう環境かでございますが、これは加工食品および食肉にもいえるのですが、個

人消費においては消費者の財布の紐が固くなっていること、あるいは競争が激しいこともあって、

商品の価格が下がっているが、コストは全体に上がっている。これは管理費もそうでしたが、こう

いったコストアップが商品の価格に転嫁できていない環境が続いています。 

さらに今年は暖冬であって、鍋商材がうまく売れなかったこと、食肉、あるいはプライムデリカも

そうですが、天災があって、一過性の損がいくつか発生したということがございました。 



 
 

 

 

その中にあって加工食品でいいますと、商品的には良いものもありました。特にハム、ソーセージ

は、説明会開始前も CM が流れていましたが、香薫あらびきポークウィンナーを中心に軒並み昨年

を上回っております。この分野では利益面でもそれなりに貢献しており、１７年度および１６年度

を超えた利益になっています。 

ですが加工食品、サラダチキン、あるいは春巻き、生つくね等、こういった商品がなかなか昨年を

超えることができず、売上がかなりダウンしております。 

一方で我が社は生産性の改善に、かなり以前から取り組んでおりましたが、引き続き生産性は改善

を続けております。こういった取り組みもあって数量の増えたハムソーは製造コストが下がってお

り、利益が相対的に残っている状況でございます。 

 



 
 

 

 

9 ページ目、これが食肉の環境です。先ほど申し上げた加工食品と違う点でいうと、いわゆる豚

肉、鶏肉の相場が低迷していること、それと米中の貿易摩擦の結果、いくつかの事象が起きている

こと、さらには中国でのアフリカ豚コレラ、日本での豚コレラ等、疾病問題が起きていることで

す。 

それと大きな変化では、TPP11、あるいは日欧 EPA、こういったことが発効できており、新しいス

テージに突入している状況でございます。この中にあって、先ほど申し上げたとおり売上こそ１７

年度を超えていますが、利益面ではまだまだ足を引っ張っている、うまくいっていない状況です。 

今後は少しこの辺りにメスを入れて、コスト改善、売上アップを目指す必要があると思っていま

す。 



 
 

 

 

11 ページ目。結果、一番右ですが、修正計画ですが、大幅に未達な状況が１８年度でございまし

た。 



 
 

 

 

12 ページ目、バランスシートでございますが、固定資産の増加。これは茨城のハム・ベーコンプ

ラントや物流センターが完成したことに伴うものです。加えて買掛品の増加等々で、バランスシー

トが随分変わりました。 



 
 

 

 

キャッシュ・フロー。13 ページでございますが、フリー・キャッシュ・フローで約 100 億円のプ

ラスです。とりあえず大きな設備投資も今後はないので、この傾向は続くと見ています。ただ金額

がどこまで維持できるかは少し勝負しなきゃいけない局面です。 



 
 

 

 

14 ページ、結果としまして自己資本比率は、我が社が目標としております 40%は維持できている

状況です。 



 
 

 

 

続きまして、中期経営計画について言及したいと思います。16 ページ。いろんな業界環境が厳し

い中で、どういう手法をもって、あるいは方針をもって成長するかがポイントとなりますが、我が

社はもともとプリマの原点の中に、商品と品質はプリマの命という言葉があります。 

そういった意味で商品開発において、おいしい商品をつくっていき、他社と差別化し、その中で営

業力をさらに強化して、安定的な売上の伸び、そして利益の確保を意識して、結果としては、いつ

も、ずっと、お客様に愛され、支持される会社を目指していきたいと考えています。 

特に少子高齢化が始まっておりますので、10 年後、20 年後に残る企業を意識して、舵取りをして

いこうと思っております。 

その中で一番下ですけども、目指すべき KPI としましては、自己資本比率 40%、ROE10%以上。配

当性向 30%以上を維持していきたいと思っております。 



 
 

 

 

17 ページ、これが数字です。連結売上高は昨年度を超える 4,380 億円ですが、昨年作成した中期

経営計画は 4,360 億円でしたので、それからはほぼ横ばいです。今年度営業利益は約 10 億円増え

ますが、昨年作成した中期経営計画から見るとダウンしています。経常利益もしかりです。当期純

利益は 110 億円でしたが、その計画に対しては 92 億円にとどまるということでございます。 

途中の連結 ROE、下から 2 行目でございますが、ぎりぎり 10%を超える状況です。これはどうし

てかというのが次のページです。 



 
 

 

 

セグメント別になっていますが、加工食品事業では一番右の部分ですけども、前期比較で見ると売

上こそ約 107%ですが、利益規模は変わっておりません。減価償却は増えますので、その分は売上

増に伴う収益でカバーする考え方ですが、これがちょっと弱気な数字ではありますけども、最低線

の線として頑張りたいと思っています。 

下が食肉です。食肉事業のほうは売上 104%、営業利益ベースでプラスの 10 億円を計画しており

ます。いくつかのポイントはありますが、販売事業サイドで 8 億円のプラス、生産事業で２億円の

プラスを計画しております。 



 
 

 

 

事業環境は大きくは変わらないと思っています。先ほど商品あるいは開発という言葉を使いました

けれども、世間では高付加価値、あるいは健康、簡便、こういった商品に対するニーズが高まって

おります。 

もちろん、安全・安心であり、おいしいということは、当然最低限守らなきゃいけない部分ではあ

ります。しかし、そんな中、流通の中でスーパー、あるいはコンビニに加えまして、ドラッグがど

んどん進出しております。ドラッグは総じて安い商品を売りとしているものですから、ドラッグが

出てくれば、近隣のスーパーも価格を下げざるを得ない。 

そういった影響を受けて、大手食肉メーカーの中でも値下げせざるを得ない、このような悪循環が

続いております。ここをどうやって正すかが、大きなテーマです。 

もちろん、いろんなコスト増は変わっておりませんので、厳しい環境は続いてまいります。 

どうやって実施するかというと、先ほども土屋太鳳さんの香薫のコマーシャルが流れていました

が、実は本日、１６時からお中元の新しいコマーシャルの発表会を予定しています。昨年の年末、



 
 

 

太鳳さんを起用したお歳暮を出しましたが、そのときはコマーシャルはやっておらず、ポスター、

パネルだけでした。 

業界全体として、ハムソーだけは前年比較で約 94～95%に減っていましたが、我が社はほぼ 100%

を維持しました。ポスターとパネルだけでも何とか維持できたので、実は 22 年振りのギフトのコ

マーシャルを実施してみようと決めました。土屋太鳳さんは好感度が相変わらず良いものですか

ら、彼女にお願いしてコマーシャルを流します。 

6 月中旬から流しますが、実はコマーシャルはテレビだけではなくて、最近の流れでいうと

YouTube などでもたくさん出るそうです。さらには電子ポップ、タブレットみたいなものを活用

し、同じコマーシャルを入れて、売り場で流してもらう計画です。 

そのタブレットはお中元が終わった後では香薫のコマーシャルを流すだとか、いろいろな活用に使

えるということで、今回試してみようと思っています。これが功を奏し、効果があると判断すれ

ば、お歳暮でもやってみようかと思っています。 

それと新プラント。キャパも 1.5 倍になりますが、生産性もかなり高いです。 

それと従来以上の加工度を高めた商品を開発中です。ひと手間加えた商品を出そうと検討していま

す。 

さらには今回、プリマハム創業 88 周年、末広がりですので、これを使ったキャンペーンも行って

いこうと思っています。 

それと多分、差別化って本当にできるんですかという議論があるかと思うのですが、今まで扱って

いないような商品を少しテスト中です。具体的には賞味期限を大きく伸ばすようなものづくりをテ

ストして、傾向としては良い方向で進んでおります。ここのラインナップをもっと増やせないか検

討中です。早ければ下期から発売に踏み切ろうと思っています。 

それと常温での商品のラインナップも増やす予定です。いろんな製法もあり、例えば低温、低湿、

あるいは真空フライ等、いろんな手法もあると思うのですが、そんな手法を使って、従来プリマと

しては扱っていなかった、カルパスやサラミのような常温商品、そういった商品をラインナップし

て送り出そうと思っております。 

そのためにも実は今般、4 月 1 日付で商品開発の組織を少し変えました。営業にいた人間でものづ

くりに詳しい人間で、かつ社内で権限を持っている人間を開発本部長に異動しました。こうするこ

とで、商品開発チームと生産に強いチームと販売チームが一体となって、商品開発を推進できる体

制をつくってございます。 



 
 

 

さらには先般発表しましたが、他社との業務提携でプリマが不得手な商品については得意な人につ

くってもらい、我が社が得意なお客様に、先方の不得手なお客様に発売していこうと考えておりま

す。 

そしてキャンペーンですが、特に東京ディズニーリゾートを使ったキャンペーンは引き続き継続し

ようと思っています。 

 

食肉は先ほど申し上げましたが TPP11 等々の環境は変わっていますが、一番怖いのはやはり疾病

問題だと思っています。最悪の場合、そこまでは現時点では起きていませんけれども、買い負けの

リスクはないと考えていますが、じわじわと豚の値段は上がってきています。 

特にカナダとかヨーロッパ、ここは中国の動向を見ているようです。中国が大量に輸入すると、規

模があまりにも大きいものですから、何が起きるか分からない不安感はあります。ですが今現在は

需要も落ちている中でも、相場自体は上がっていますが、まだ買い負ける、あるいは豚が入ってこ

ないということまではない状況です。 



 
 

 

ただ、いろんなうわさでは豚がないのであれば鶏肉へシフトするということで、ブラジルやタイ

等々に鶏肉の引合いを出しているようにも聞いていますが、この辺は皆さん、冷静に様子見してお

ります。 

そんな中で我々はどうするかということなのです。実は食肉はここに書いています、営業強化とい

う観点でいいますと、加工肉やハム・ソーセージの担当者との連携を従来以上に進めていこうと思

っています。壁があるとはいいませんが、やっぱり商品が全然違うので、もう少し連携を取ること

で、従来以上に営業力が強まるはずだと確信しております。 

商品はオリジナルブランドという言葉を使っていますが、輸入ブランドや海外の商品、カナダの豚

肉、オーストラリアのビーフ、タイの鶏等、こういった部分は我が社が独占とはいいませんが、ほ

ぼ優先的に扱えて、評価も高いので、こういった商品を積極的に売り込んでいこうと思っていま

す。 

そしてこれは時間がかかりますが、投資した養豚事業、ここの生産性をもっと高めようと思ってい

ます。ここには科学的とか革新的という言葉が入っていますが、生産工程でのいろんな KPI を見直

しして、従来より生産性の高い養豚場を目指して、今、取り組んでおります。特に人材があまり多

くないので、それが実行できるように人材育成を急ごうと思っています。 

 



 
 

 

 

最後に今いったことをまとめておりますけれども、我が社の国内の豚事業強化を掲げています。お

そらく理想論では、養豚事業は安定的に収益を生めるはずと思っています。生産資材が豚舎、飼

料、そして子豚ですから、一定のコストなので、安定的に生産性さえ良くなれば、一定の規模では

利益は出るだろうと思っており、ここをもう少し整備してみたいと思っています。 

ただ問題は、内臓を含めた加工副産物をどうやって売っていくかです。あるいは余剰部位もありま

すので、そういった部位の売り方を研究しようと思っています。 

ハム・ベーコンプラントについては先般申し上げましたが、ほぼ予定どおりの推移です。恐らく一

般の方にもお見せできるのは 7 月、あるいは 8 月ぐらいにはご案内できると思っております。 

プライムデリカを含めたベンダー事業も安定してきました。先般、植物工場を発表しましたけれど

も、やや遅れていますが順調に推移してございます。 

海外はちょっと頭が痛くて、いずれは海外に行くつもりです。あるいは行くことを検討しようと思

っています。ですが残念ながら、まだ人材が多くいませんで、急ぎ少なくとも英語の勉強をしよう

と思って、スタディを始めました。 



 
 

 

そして最後ですが、役員の組織体制ですけども、経営の監督機能と業務執行を分離しました。この

結果、業務執行のスピードを上げて、収益を伸ばすことを意識しようと思っています。 

あとは将来に向けて、いろんなシステムの刷新。約 20 年間社内のシステムを大きくは変えてこな

かったので、この機会にシステムを刷新すべく、タスクチームを立ち上げました。これは今、業務

改革につながると思っており、この過程で 10 年後のプリマの姿を整理してみたいと思っておりま

す。 

以上、簡単でございますが、前期の実績と業績と、今年度の計画をご説明いたしました。ご清聴あ

りがとうございました。 

  



 
 

 

質疑応答 

 

高橋：ありがとうございました。それではこれより、質疑応答に移らせていただきたいと思いま

す。ご質問される方はお手を挙げていただきまして、会社名とお名前をおっしゃってから質問をお

願いいたします。 

それでは質問のある方、どうぞ挙手をお願いします。 

質問者：お世話になっております。本日は説明ありがとうございました。 

さっきの 19 年 3 月期の加工食品事業本部についてお伺いしたいんですけども、1～3 月期のところ

で結構大幅な挽回といいますか、営業収益のほうが改善した決算だったんですけども、そちらの理

由と、また特に 20 年 3 月期においての、そちらの継続性についてお伺いできればと思います。お

願いします。 

新村：では私のほうからお答えしたいと思います。第 4 クォーターについては前年度、特に子会社

のプライムデリカ、ここが野菜の高騰を中心に非常に業績が悪くて、1、2、3 月とずっと赤字だっ

たわけです。 

本年度の場合は 2 月ちょっと赤字になりましたけど、1 月も黒字でしたし、あと 3 月が平月並みの

業績を確保したのが、まず最大の理由であります。 

これに加えて加工の子会社関係、タイの 2 社ですとか、あと同じベンダー事業をやっています熊本

のベンダー会社、この辺の改善度合いが非常に良かったということでございます。 

質問者：ありがとうございます。 

高橋：他にございますでしょうか。 

質問者：よろしくお願いします。 

まず第 1 点ですけれども、ハムソーの生産性向上が継続しているというお話だったので、もし何か

データ的なもので 2018 年 3 月期と 2019 年 3 月期の生産性がどう変わったか、今期はどの程度期

待できるのかをまずお聞きしたいと思います。 

千葉：ハムソーでは 17 年度と 18 年度で、約 5%生産性が改善しました。したがって労務費率も結

果として数%のダウンとなっています。 



 
 

 

新村：19 年度は同様の、4～5%ほどを見込んでおります。特に 19 年度のポイントは、生産数量に

おいて新しいハム・ベーコンプラントが完成し、本格的に稼働し始めるのが多分、8 月以降ぐらい

になると思いますけれども、その数量の上乗せ分がかなり貢献してくるだろうというのが一つで

す。 

あと先ほど説明でも千葉のほうから話があったとおり、かなり革新的な機械も入れて、今までどち

らかというとハム、ソーセージのところは結構手作業だとか、そういう部分が多かったのですが、

その辺を改善しています。この辺の効果を見込んでおります。 

質問者：それでずっとハムソーのところの生産性が、継続的にこの 10 年とか向上していたけど

も、それを他の加工食品のほうに転移させるお話だったと思いますが、そこら辺の進捗状況は、ど

んな感じなのでしょうか。 

千葉：いわゆる PI という表現をしているのですが、その活動をいろいろな加食工場でも実行して

いています。資料でいうと 7 ページ目に書いてございますが、右側の加工食品の下のほうにある、

人時生産性ですが、ここが 1%しか改善していません。ただ、これは数量が思った以上に伸びてい

ないことが原因であり、数量が伸びればこの改善幅ももっと増えると思っております。 

質問者：このデータは 2017 年度からの数字ですけども、その前はあまり良くはなっていなかった

という解釈でいいわけですか。 

千葉：ご理解のとおりです。ハムソー4 工場を中心にやっていて、それ以外の分野ではあまりやっ

ていなかったのが実態でした。水平展開すべきと考え、昨年度から仕掛け始めたところです。 

同時に今、ベンダー事業のほうも同じようなことで動き始めました。せっかくのノウハウをグルー

プ会社でもるべきということで、今、進めています。 

質問者：あと、中計の数字ですけれども。一つは今年度の増益額が、営業利益で見ると 9 億円で、

来年度 16 億円ですけれども、来年度の利益の伸び率が今年度よりも高まる背景が一つと、あとそ

れとの関係で、ベンダーのほうの設備投資が、これは具体的にはいつからスタートするのか。償却

が始まる時期とか、そこら辺との関係で償却費が今年度、来年度って大きく増えていくわけです

が、それと業績のほうの営業利益の伸び額との関係のところをご説明願えますか。 

新村：はい、では数字の組み立ての説明をします。加工食品事業よりも特に今年、大幅に失敗した

食肉事業のほうでの営業利益の増加をかなり見込んでいます。特に単体のところで 10 億強の営業

利益の改善を計画しています。 



 
 

 

あと牧場事業もここのところ急に豚肉の相場が上がり、あと先ほど冒頭で少し説明のあったとおり

中国のアフリカ豚コレラ、この影響で世界的に豚肉の需給がかなり締まってはきています。この辺

も当然、国内の相場に影響してくることから、この計画上はあまり子会社のところは今年並みにし

か組んではおりませんけれども、全体的には食肉のほうで約 10 億円ぐらいの改善です。 

加工のほうは、今年に比べてほぼゼロという見通しをしております。 

後ほど償却の話をしますが、簡単に言いますと新プラントの償却費が新たに 10 億ぐらい増加いた

します。販売のほうも強めには計画しておりますけれども、やはりこの 10 億がなかなかカバーし

きれない計画です。 

ただ、子会社関係は引き続きプライムデリカが順調にきていますので、この辺のところで 3 億ぐら

い改善。あとそのほかのタイですとか、あとチルドの総菜関係を展開していますミートファクトリ

ーという子会社の業績の改善等を見込んでおります。 

簡単にいうと単体のほうで 10 億ぐらいやられて、子会社のほうで 10 億ぐらい改善してゼロベース

ぐらいという中身になっています。 

それと設備投資ですけど、17 ページのところに出ていますとおり、2019 年 3 月期で当初計画、前

回計画を約 37 億ほどオーバーしています。これは、本来 2019 年度に計画していたというか、計

上を予定していた、特にこれは茨城の新プラントが大きいのですが、非常に工事が順調にいった結

果、予定よりも早めに稼働が開始できることで、2018 年度に計上になったということです。 

逆にいきますと、2019 年度はその分がなくなっているのと、あと大きいのはもう一つ、プライム

デリカの昨年度お話した関西地区の新工場の投資です。これを 110 億ほど予定していたのですが、

これを 2～3 年、長ければ 4～5 年先に延ばす予定にしております。この部分が大きく変化いたしま

した。 

関西地区については、これも前回の 11 月の決算説明会のときに少しご説明申し上げたのですが、

コンビニエンスの出店のところが、全体的には例の人手不足の問題ですとか営業時間の問題で、増

店が当初よりは停滞してくるだろうというのを見込んで、少し現在のキャパを見直した中で投資を

先送りすることを判断しました。 

新たに商品構成、特にこれはフードロスの問題からくるのですが、非常に今、コンビニエンスでヒ

ットしている商材が少し鮮度の長持ちする商材です。今まで 3 日ぐらいであったものが 4 日ですと

か、あるいは 5 日ぐらいであったものがもう 2～3 日というようなものです。 



 
 

 

これだけの改善でも非常にコンビニのオーナーさんにとっては大きくロスを減らす決め手になって

います。これが商品の回転ですとか、売上に直結しているとみています。この辺の商材を強化する

ことも含めて、新工場を建てなくてももう 4～5 年はもつと決断したわけでございます。 

これらがその下に出ていますような、減価償却費の流れになっています。特に 2020 年度について

は、当初計画より 20 億弱ぐらい償却が減る計画になっています。 

ただ全体的に営業利益を引き下げているのは、これも冒頭説明いたしましたように、やはりなかな

か店頭の価格、競争環境の厳しさが利益を取りづらい状況になっいることです。一方で費用のほう

は物流費中心に非常に増えてきている状況です。以上です。 

質問者：商品構成の見直しのところで、コンビニの店頭で日持ちのする商材が売れていることです

けども、これはコンビニオーナーにはプラスですというお話ですが、御社にとってはその影響はあ

るのですか。そのほうが儲かるとか、儲からないとか、それはあまり関係ない話なのか。 

新村：すごく関係しておりまして、普通にただ何か添加物を入れるとか、そういうことで鮮度を長

持ちさせるのではなく、製造工程全体を改善しないと、そういった菌の抑制はできないということ

です。この辺は当社のもともとの技術を使った方法と、新たに設備投資する設備関係によってでき

あがっています。 

特に一番身近なのがサラダです。最近のカップサラダ関係の日にちは、店頭で見ていただくと分か

りますが、非常に鮮度が良く長持ちするような設計になっています。あと総菜のパスタ関係も、同

様です。普通、毎日コンビニに通っていないとなかなか気がつきませんが、そういった商材が売れ

ています。 

あと、隠れたヒットでいうと餃子です。餃子も長鮮度化することで、売上が急増している商材にな

っています。そういったものが結構複数あるということは、当社にとっては非常にプラスでござい

ます。 

質問者：今おっしゃったのは、そういう御社のほうに技術的な蓄積があるので長持ちさせることが

できるから、長持ちできるようなものは売り手にとっては好都合なので、売上が増えているから利

益も増えている、そういう話、解釈でよろしいですか。 

それと償却費ですけども、今期新プラント分で 10 億ぐらい増えるというお話ですけども、一つは

今期、トータルでは 15 億円償却費が増えますが、そのほか増える部分はについて、教えてくださ

い。 



 
 

 

来期に関して償却費、9 億円増える予定になっていますが、新プラント分で上乗せになる部分がど

の程度で、そのほかがどの程度なのか、その中身をお願いします。 

新村：茨城のプラント以外で増えるのは、買収した子会社関係の牧場関係で、ここの更新を予定よ

り早めて設備投資をかけようと計画しています。既に昨年度もこの辺だけで、10 億以上の投資を

予定よりも多めにやっています。その辺の償却が始まるのが一つです。 

あとプライムデリカの新工場のほうは見送ったのですが、今申し上げたような新しい商品のための

生産ラインの導入がやはり割と多めに、昨年度も 13 億ぐらい予定よりも多く出てきているので、

この辺が主に 19 年度、償却費が増えてくる要因になっております。 

以降、2020 年度、2021 年度と増える予定になっているのですが、実は当初、前回の中計まではほ

とんど資産計上しているかたちで計画していたものを、一部リースにして償却を均したこともござ

います。それが毎年 2～3 億ずつ増えてくる要因ございます。その辺の影響が多少あるのと、あ

と、この 2019 年度についても、この枚方工場の大きな投資は前回より大幅に減っているのです

が、それ以外にやはり牧場関係の投資で、約 30 億弱ぐらいを前回よりも多めに計画している。こ

の辺が増えている背景になっております。 

質問者：すみません、そのリースことですけども、前回の場合はリースにする部分で償却を少なめ

に見積もっていた、それとも逆でしょうか。 

新村：前回までは、そのまま通常のとおり資産を計上して、機械関係は定率で償却していく予定だ

ったものを、一部設備によって可能なもの、不可能なものがございますけれども、トータルのいろ

いろなことの提案を受けて、今回の計画では一部リースに振り替えているものがあります。 

質問者：分かりました。 

高橋：他にございますでしょうか。それではご質問ももうないようですので、ただ今をもちまして

2019 年度 3 月期決算説明会を終了させていただきます。 

また追加で質問や個別の IR のご希望がございましたら、お手元の決算説明会資料の最後のページ

に総務・広報部の連絡先が記載されておりますのでご連絡いただければと思います。 

本日は誠にありがとうございました。今後ともどうぞご指導、ご支援のほど、よろしくお願いいた

します。 


